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Table3. SizeofovariesofC.chfncnsl-sat72

hoursattertreatmentothempaand

metepa.

chemical Dosage size(mm)
/̀g/辛

Hempa
100 1.65土0.096×2.28土0.104

50 1.65±0.073×2.41土0.101

Metepa 40 1.44土0･022*×1･85士01062♯
Untreatment 0 1.65j:0.%3x2.47iO.104

(1.35士0.拡4×1.65±0.028)**

* Differencebetweentreatmentandcontrolis
significantatthe5% level.

** Justafteremergence.

不妊瓢 tretarnine処理した数理の昆虫で認 め られ

ることを報告した.またこれらの来剤によって生じる

未成熟卵の異常な卵売形成についても多くの例を報告

している. これ らの報告例と本実験の結果から.

hempaは卵形成途上の卵核よりむしろ栄養細胞に作

用して異常卵が形成され.その後これらの卵は卵管flB

へ吸収され,座下卵数の減少.一部産下された卵の貯

化抑制がもたらされるのであろうと推察される.
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SurLlmary

Somehistopathologicalobservationsweremade

torealizethemecIlanism ofsterilizingeffectof

metepaand hempa on female adults of the

azukibeanweevil,CallosobruchuschinensisL.

Chemosterilantswereappliedtothedosalside

oithejustemergedfemaleadults.Reductionin

thesizeofovariesandpicnocisofoogonialcell

nucleiwereadmitted3daysaftermetepatreat･

ment. Nocleavagenucleiineggsdepositedby

metepatreatedfemalewasobserved.On the

otherhand,thesizeofovarieswasrLOrmaland

picnocisofoogonialcellnucleiwerescarecely

admittedwithhempatreatment.Itwasobserbed

tllatthematureeggsjust before deposition

shrinkedintheoviductofhempatreatedfemale.

From theresultsmentionedabove,itcouldbe

consideredthatthemechanismoisterilizingeffect

ofmetepawasdue to theinhibition ofegg

depositionandegghatcllinginducedbyreduction

ofovaryorpICnOCisofoogonialcellnucleiin

oogenesis.

新 刊 紹介

AnimalCommunicationbyPheromones.Acade-

micPress(1976)167員 5,940円 H.H.StlOREY著

著者は緒言で,百科部典の記述のように,フェロモン

の種籾と作用を網群しているわけではないことをことわ

っている.矧こ,従来の殆んどのフェロモンに関する=Y.:

作が何人かの研究者による分担執邦であったのに対し.

一人で香いたことを強調しているのは,P.:者なりのフェ

ロモンの意味論を展開したかったに迎いない.従って.

動物全般についてのフェロモンの研究を.消化し総余し

て,統一した方法で紹介している.むしろ昆虫.仏和に

ついての研究の紹介は最小限に留め,動物矧こ門椎動物
について広く記述されているのも特徴である.
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2草では,昆虫と嘱乳類のフェロモン分相腺,フェロ

モン作用のある匂い物質発丁托の機矧こついて記述されて

いる.

3]7己は.祈者の位も相.1法とするフェロモンfuT'J!Cこ対する

定位･移動のメカニズムの考群であろ.

もう一つの特徴をあげれば,今までのフェロモンの分

数が,行動の約-架によっていたのに対し,むしろ原因と

なる行動によって分現していろことであろう.

-rILT==#者の主張が盛りこまれているが,独善的に

ならすに多くの例証をあげており,フェロモンの研究者

には,r]身の研究に附らしあわせて一読する価値があろ

う. (前桁正三)


